
香りと味が優れる茶の新品種「ゆめわかば」の育成

茶の新品種「ゆめわかば」は平成18年に農林登録されました。
「ゆめわかば」は耐寒性が強い中生品種で、製茶の品質は外観が鮮緑色

で細くよれ、香りも味も優れます。特に、摘採した葉を軽くしおらせて製
造すると同じ中生品種の「やぶきた」にない「淡いモクセイ」様の香りが
発揚され、味もさらに良くなります。狭山茶の高級ブランド品種として期
待されています。
「ゆめわかば」は農水省委託の指定試験事業の成果で、品種登録申請中

です。
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・製茶品質

一番茶は「やぶきた」より優れ、

二番茶は「やぶきた」と同等です。

・葉を萎凋（しおらせること）させて

製造すると味と香りが良くなります。

淡い「モクセイ」の様な香りがしま

す。

（茶業特産研究所 特産営農担当 TEL 04-2936-1351）

一・二番茶の製茶品質
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品質の比較（各１０点満点の累計）
①一番茶 ②二番茶
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萎凋処理後の製茶品質
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品質の比較（各１０点満点の累計）
萎凋程度は水分減で 軽；15%、中；20%。

形状 色沢 香気 水色 滋味

「ゆめわかば」の一番茶芽


